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Details
 
オリジナル印刷のスクラッチコードラベルは、受取人が不透明なコインで削れる層を取り除くまで、クーポン、PIN、または景品コードを読めない状態に保ちます。適切な仕様は、隠すデー
タの価値によって決まります。低リスクの演出には貼付式ステッカーを使えます。引換可能なコードには、不透明性、改ざん痕、固有シリアル番号が必要で、いずれも生産前にサンプルで実
証します。

オリジナルのスクラッチラベルを購入するのは誰で、どの用途か？ ↑
購入者はつのグループに分かれ、それぞれ必要な保護レベルが異なります。最大のグループは、小売店、DTCブランド、飲食店、不動産会社、サロン、ディーラーの販促チームです。パッ
ケージ封入物、店頭配布物、ダイレクトメール、ドアハンガーで、割引を開封・削り出しの体験に変えます。ある用途紹介ページは、その理由を次のように要約しています。"メール内のクー
ポンコードは見過ごされます。袋や配送箱に入ったスクラッチカードは開封されます。[1]"

第のグループは、ギフトカード、プリペイド、公共料金、アクティベーションコードの発行者と、パーソナライゼーション会社です。彼らにとってラベルはセキュリティ部品です。あるPIN
ラベル供給業者は、ギフトカード業界を次のような市場と表現しています。"隠されたPINはすべて標的になる[2]。"そのため、ラベルを剥がして貼り替えようとする試みは、必ず目に見え
る損傷を残さなければなりません。「Raspe Aqui」のような二言語の案内は、国境を越えて流通するカード面で一般的です。



第のグループは、ボーナス開示や募金インセンティブを運営する人事担当者、営業責任者、非営利団体です。主なリスクは景品ファイルの漏えいです。そのため供給業者は、 各片ごとの固有
管理番号と景品ファイルの慎重な取り扱い[3]を重視します。第のグループは、少量注文を行う結婚式や小規模イベントの主催者です。本ページでは、隠しデータに実質的な価値があるビジネ
スプログラムに焦点を当てます。

安価なスクラッチステッカーが販促で失敗する理由 ↑
導入前に、パネルが印刷内容を完全に隠しているかを確認してください。コーティングが紙に擦れ跡を残さず、きれいに削り取れるかもテストしてください。

これらの失敗はいずれも、ラベル自体より高くつきます。

透けるパネルは、誰かが購入する前に景品を露出させます。
被膜が硬すぎると、顧客は強く削らなければなりません。PINカバーのガイドは、急いで削ると"下の数字をえぐり、チャージ済みギフトカードが価値のない厚紙片になる[6]."
現金価値のあるコードは法的紛争につながることがあります。$700,000を超えるスクラッチゲームカードをめぐる連邦訴訟では、ある専門家がカードは"容易に入手できる
光源で侵害できる[7]と証言しました。別の専門家は、被膜の保存寿命を1年以下と見積もりました。
弱い景品設計は逆効果です。全員が「残念」または5%割引を引き当てると、顧客は"だまされた、または期待外れだと感じます[8]."

業界には共通の基準もありません。ある特許出願は、スクラッチ層の不透明度が"業界内で明確に定義されていない[9]."

解決策は色ではなくリスクで仕様を決めることです。パネル下に何があるか、どの表面に貼るか、どのように輸送されるかをお知らせください。その後、仕様を設定し、生産前にサンプルで
不透明性、削り性、接着性を実証します。最小発注数量、単価、リードタイムは、事前に約束するのではなく、サンプリング後にアートワークごとに見積もります。
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見積もりの準備はできましたか？

オリジナル印刷スクラッチコードラベルとは？ ↑
コインまたはスクラッチャーで不透明な被膜を取り除くまで、印刷情報を読めない状態に保つラベルまたはパネルです。構造が異なる種類の製品が同じ名称で呼ばれます。

印刷パネル： 層を製品へ直接印刷します。積層は基材、印刷内容、保護ニス、そして 通常はラテックス系[10]のスクラッチ被膜で構成されます。紙では通常、印刷会社は スクラッ
チインキが繊維に浸透するのを防ぐベースコート[11].
貼付式ラベル： スクラッチ層を備え、あらかじめ印刷または手書きされた内容の上に貼る感圧ステッカーです。

違いは攻撃を受けた際に現れます。同じパネルガイドは、ラベルは「スクリーン印刷のラテックス被膜と同等の改ざん耐性を提供しない」と述べています。カード用セキュリティラベルは、
スリットと強粘着剤または破壊性アセテートを加え、剥離を試みるとパネルが破断することでこの差を埋めます。宝くじ券はさらに高度です。そこでは 厚い黒色遮光層、数字上のニス封止、
多層のエラストマー層[12]を使用します。販促ラベルは、自身のリスクに合う機能だけを取り入れるべきです。

コードを確実に隠すラベルの指定方法 ↑

手順1：隠しデータのリスクを評価する

引換価値のない楽しい演出には貼付式ラベルを使えます。コード、景品、PIN、残高にはより高い保護が必要です。Inprintのセキュアパネル用チェックリストでは、明るい光の下で内
容を隠し、剥離、浮き、テープ試験に耐え、一度で清潔に削り取れることを求めています。コードで金銭を引き出せる場合は、単なる「不透明な銀色」ではなく、改ざん表示構造と固有シリ
アル番号を求めてください。

手順2：サイズ、色、可読性を設定する

小売で主流のサイズは、直径1 in（2.54 cm）です。より大きいパネルには短い文言を載せられますが、単価は上がります。次の可読性ルールに従ってください。

隠し文字は太字で高コントラストにし、理想的には白地に黒文字にします。
印刷パネルでは、 対象領域の周囲に2 mm程度の被膜重なり幅[13]を確保してください。ラテックスは描画形状よりわずかに広がるためです。
細い筆記体フォントは避けてください。オハイオ州宝くじは、 より明瞭なフォントで券を再印刷しました[14] 。利用者から数字が読みにくいとの苦情があったためです。
金色パネルには追加の光透過試験が必要です。 金色は通常、銀色より隠蔽性が低いためです[15].

貼付式ラベルの下にコードを手書きする場合は、油性マーカーまたはゲルペンを使ってください。ボールペンやスタンプは盛り上がり跡が残り、ステッカー越しに見えます。あるメーカーは、
爪ではなくコインまたはスクラッチャー[16].



手順3：基材、粘着剤、表面を適合させる

印刷パネルでは、200–400 gsmのコート紙が実用範囲で、Inprintガイドによれば販促カードには300–400 gsmを使用します。非コート紙はラテックスを吸収する
ため適しません。PVC、OPP、その他のフィルムは、最終材料で接着試験が必要です。

貼付式ラベルでは、温度と表面エネルギーが接着性を左右します。セキュリティラベルのガイダンスは、残留物の問題を 0°F（−18°C）未満、または120°F（49°C）超での
貼付[17]、およびガラスや素地のステンレス鋼など高表面エネルギーの表面に関連付けています。同ガイダンスは、+25°F以上（理想は約+70°F）で貼付し、まず表面を90%以
上のイソプロピルアルコールで清掃することを推奨しています。価値のあるコードには恒久粘着剤が必要です。2026年の購入者ガイドは、メーカーの次の警告を引用しています。"安価
なスクラッチラベルは温度変化または改ざんにより剥がれる[18]."



手順4：アートワークファイルを入稿前確認する

ファイルを印刷へ回す前に、次の項目を確認してください。

スクラッチ領域は、 ファイル内に形状を示した独立したマスクレイヤーとして作成し[19]、2 mmの重なり幅を含めます。
パネル下に高彩度のカラーブロックを置かないでください。裏面や側面から透ける可能性があります。
「ここを削る」などのオーバープリント案内は、100%黒を使用します。
可変データでは、コードリストと景品表を固定し、人で校正し、先頭・中間・末尾の片が管理ファイルと一致することを確認します。

手順5：生産順序を守る

印刷パネルは次の順序で工程を通ります。ベース印刷、リリース層または宝くじ用シール、任意のニスまたはラミネート、スクラッチインキと硬化、打ち抜き、サンプリングです。各層は次
の層を施す前に乾燥させなければなりません。

インキメーカーのPrintcolorは、 印刷前ニスを少なくとも24硬化させ、積み重ねを35°C以下に保つこと[20]を推奨しています。インキは熱可塑性であるためです。同社は、銀色
には100–200 mJ/cm²、金色には400–600 mJ/cm²のUVエネルギーを示しています。

ある印刷会社は、 ±0.3 mm以内の見当精度[21]をうたっています。このような数値は業界標準ではなく、書面による受入条件として扱ってください。急ぎのスケジュールは接着不良
の一般的な原因であり、リードタイムをサンプリング後にのみ見積もる理由です。



手順6：貼付、硬化、パイロット実施

貼付式ラベルには十分な圧力と時間が必要です。前述のMy Scratch Offs掲載情報では、削るまたは郵送する前に、粘着剤を約48硬化させるよう求めています。キャンペーン公
開前に、パイロットを実施してください。

実際の基材にラベルを貼り、粘着剤が硬化するまで待ちます。1.
コイン、爪、プラスチック製スクラッチャーで、少なくとも4片を削ります。2.
残留物、数字の損傷、においを記録します。3.

プログラムに適した形式：印刷パネル、貼付式ラベル、セキュリティラベル ↑

構造 改ざん耐性 耐湿性 最適用途 サンプルで確認
カード上の印刷ラテックス／UVパネル 積層時は高い 紙では低～中 大量のクーポン、景品、会員コード 強い光での不透明性、回で清潔に削れること

貼付式銀色／金色ラベル 低い。全体が剥がれる場合
がある 粘着剤と表面に依存 封入物、招待状、郵送物、少量生産 透け、硬化時間、擦り傷

PET／PVC／BOPPフィルムコードラベ
ル 中～高 高い PIN、デバイスコード、化粧品、物流 フィルム上のインキ密着性、コードの可読性

ホログラム＋スクラッチ複合材 高い 高い チャージコード、高額シール シリアル照合、ホログラム位置合わせ
スリット入りセキュリティラベル 高い。剥がすと破断する 表面材に依存 ギフトカード・プリペイドカードのPIN 剥離試験で目に見える損傷が残ること

この表は、ブランドではなく構造ごとの順位を示したものです。

お見積もりは、サイズ、層の数、可変データ、セキュリティ機能によって変わります。

生産承認前に何を確認すべきか？ ↑

確認項目 方法 合格基準
不透明性 前面、背面、斜めからの強い光 隠し文字またはコードが見えないこと
削り性 コイン、爪、プラスチック製スクラッチャー 回で清潔に削れ、数字が無傷で、残留物が最小限であること



接着性 テープ試験と取扱い試験 景品領域全体が剥がれず、粉落ちしないこと
オーバープリント パネル案内の目視確認 判読可能で、理想的には100%黒
積み重ね保管 積層温度の確認 35°C以下で、圧痕がないこと
可変データ 先頭・中間・末尾の片と管理ファイルの照合 重複または欠落コードがないこと
輸送 到着時の写真 擦れた、または露出したパネルがないこと

これらの基準はサンプル段階で書面合意してください。承認済みサンプルが各ロットの基準になります。最終値は、インキの最新データシートと自社基材での試験結果に依存します。

見積もりを公平に比較するため、すべての依頼で同じ項目を明記してください。

項目 記載内容
サイズと形状 直径またはW×H、円形、長方形、または特注抜き型
基材 コート紙（gsm）、PVC、PET、またはBOPP
パネルの色と隠蔽性 銀、金、白、または黒。削りやすい仕様または覗き見防止仕様
ベースコート 紙および吸収性基材では必須
粘着剤 恒久または再剥離。アクリルまたはゴム。対象表面
可変データ コード、シリアル、QR、ファイル形式、管理番号
納品形態 シートまたはロール、紙管サイズ、ロール当たりのラベル数
サンプル試験 不透明性、削り性、接着性、テープ、におい

項目が欠けると、得られる見積もりを比較できません。シート納品かロール納品かだけでも、ラベルの貼付方法や必要な梱包が変わります。

輸送は見えにくい不具合点です。ある印刷品質レビューは、ステッカーの擦り傷を 積み重ね、ロール巻き、作業面、密閉梱包[25]に起因するとし、印刷が原因ではないとしています。シート
には中敷きを、ロールには制御された巻取り張力を指定し、箱内でパネル同士が擦れないようにしてください。到着時に出荷品を撮影し、輸送損傷の責任者を事前に合意してください。

セキュリティプログラムでは、スタッフに 目視による改ざん兆候[26]も教育すべきです。被膜のむら、位置ずれしたパネル、浮いた角、ロットの他部分と異なる光沢などです。再注文では、
承認済みファイル、署名済みサンプル、未使用の保管片を残し、次回生産を一致させてください。



実際に適用される規則と規格は？ ↑
米国では、景品、偶然性、対価を組み合わせた販促は違法な宝くじとして扱われる場合があります。そのため懸賞のガイダンスは、 「購入不要」の応募経路[27]を提供することを中心として
います。景品の当選確率や引換条件を印刷する前に、法的レビューを受けてください。

宝くじ規格は販促ラベルには適用されません。 WLA-SCS:2024セキュリティ規格[28] は、宝くじ運営者と券供給業者を対象とします。販促ラベルを「WLA準拠」として販売
してはなりません。

材料規則は、特定の場合にのみ適用されます。

食品接触： 食品に貼るラベルの粘着剤が食品接触面となる場合、 21 CFR 175.125[29] は使用可能な感圧粘着剤を制限します。
子供向け製品： 子供向け製品の剥離可能な被膜は表面被膜として扱われます。 16 CFR 1303は、鉛が0.009%を超える被膜を禁止しています[30]。この制限
は2009年8月14日から有効です。成人向け販促ラベルは、試験済みでない限りCPSIA準拠を主張すべきではありません。

重要なポイント：注文で最も重要なことは？ ↑
スクラッチ層の不透明性には業界共通の定義がないため、自社で試験する — 特許EP3471846A1（出典)
印刷パネルにはコート紙と被膜の重なり幅が必要 — 200–400 gsmの基材、約2 mmの重なり幅（出典)
硬化・保管条件が接着性を守る — ニスの硬化は少なくとも24 h、積み重ねは35°C以下（出典)
子供向け製品には鉛試験済み被膜が必要 — 鉛の上限は0.009%、2009-08-14から適用（出典)
宝くじがスクラッチインキ需要の大半を占め、セキュリティラベルは小規模市場 — 2025年の市場規模はUS$531.42M、セキュリティラベルは約5.01%（有
料調査による推定）（出典)

スクラッチコードラベルの見積もり準備はできましたか？ ↑
信頼できるスクラッチコードラベルは、隠しデータの価値に構造を合わせ、生産前にサンプルで不透明性、削り性、接着性、コード精度を実証することで実現します。貼付式ステッカーは楽
しい演出に適しています。引換可能なコードやPINには、積層パネルまたは改ざん表示セキュリティラベルが適しています。 サンプルベースの見積もりをご希望の場合は、アートワーク、
隠すデータの種類、対象表面、概算数量をお送りください。

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/175.125
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1303
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1303
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